
 

 

 

第６期北海道農業・農村振興推進計画の中間点検 
 

令和５年８月28日 

農政部農政課政策調整係  
 
１ 趣  旨 

  令和３年３月に策定した第６期北海道農業・農村振興推進計画（以

下「６期計画」という。）は、５年間（３～７年度）の計画であり、本

年度は中間年に当たることから、施策の進捗状況について検証を行い、

今後の実効ある施策展開の参考とする。 

 
２ 実施内容 

  次に掲げる指標等の達成状況を把握するとともに、評価・分析を行

い、今後の施策の展開方向を検討する。 
（１）第６期計画における指標 
  ①10年後の「めざす姿」を共有するための総合指標 

   「農業産出額」、「食料自給率（カロリーベース）」、「新規就農者数」、

「農業法人数」の４項目 
②各施策の進捗を表す取組指標 
 〇「持続可能で生産性が高い農業・農村の確立」における「担い 

手への農地の利用集積率」など４項目 
   〇「国内外の需要を取り込む農業・農村の確立」における「道産

食品独自認証制度の認証数」など３項目 
   〇「多様な人材が活躍する農業・農村の確立」における「指導農

業士の女性の割合」など３項目 
   〇「道民の理解に支えられる農業・農村の確立」における「食育

推進計画を作成している市町村数」など４項目 
  ③主要品目の生産努力目標で、「米」や「小麦」、「生乳」など17品目 

の生産量等 

   
３ スケジュール（予定） 

  ５年８月28日 第１回審議会《中間点検の実施について説明》 
    ９月～  中間点検の実施・取りまとめ 
  ６年２月   第２回審議会《中間点検結果（案）の報告・審議》 
    ２月～  審議会意見の反映・取りまとめ 
    ３月   点検結果の公表（農政部ＨＰ） 

資料２ 

-1-



 

 

第６期北海道農業・農村振興推進計画 中間点検表記載要領（案） 

 

１ 様式１－１、様式１－２（第６期北海道農業・農村振興推進計画における主な指標） 

（１）作成主体 

  ・最右欄の担当課において記載。 

・該当指標に関する施策が複数の課にまたがる場合にあっては、当該関係課と連携し、担当課におい

て取りまとめて記載。 

（２）現況 

  ・該当指標についての直近のデータとその年度（年次）を記載。 

（３）関連する施策の推進状況 

  ア これまでの取組状況等 

   ・関連する施策の取組状況等を具体的かつ簡潔に記載。 

イ 評価 

   ・現況の年度（年次）において目標値に対する進捗（達成）状況を下表の区分により選択。 

    ※政策評価における施策の成果指標となっている指標は、令和５年度の基本評価調書の記載内容と

の整合に留意。 

区 分 100％以上 90％以上～100％未満 80％以上～90％未満 80％未満 

評 価 順調 概ね順調 やや遅れ 遅れ 

※政策評価の達成度合 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

  ウ 要因分析 

   ・指標が現況にある要因を、気象等の外的要因、施策効果等の内的要因の別に分析し、その結果を簡

潔に記載。 

（４）今後の施策の展開方針等 

・（３）のアの取組状況等、及びウの要因分析の結果を踏まえ、目標達成に向けた関連する施策の今後

（令和６年度から２か年）の取組方針等を具体的かつ簡潔に記載。 

 

２ 様式１－３（主要品目の生産努力目標） 

（１）作成主体 

 次の担当課で記載。 

・米、小麦、大麦、大豆、小豆、いんげん、そば、てん菜、馬鈴しょ、野菜、果樹は、農産振興課。 

・飼料作物、乳用牛、肉用牛、豚、ブロイラー、採卵鶏は、畜産振興課。 

（２）関連する施策の推進状況 

  ア これまでの取組状況等 

   ・関連する施策の取組状況等を具体的かつ簡潔に記載。 

イ 評価 

   ・直近の年次において到達すべき水準に対する進捗（達成）状況を下表の区分により選択。 

区 分 100％以上 90％以上～100％未満 80％以上～90％未満 80％未満 

評 価 順調 概ね順調 やや遅れ 遅れ 

  ウ 要因分析 

   ・指標が現況にある要因を、気象等の外的要因、施策効果等の内的要因の別に分析し、その結果を簡

潔に記載。 

（４）今後の施策の展開方針等 

・（３）のアの取組状況等、及びウの要因分析の結果を踏まえ、目標達成に向けた関連する施策の今

後（令和６年度から２か年）の取組方針や技術開発の展望等を具体的かつ簡潔に記載。 
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３ 地域農業・農村の「めざす姿」 

（１）作成主体 

   振興局農務課で記載。 

（２）様式２－１ 「地域の農業・農村のめざす姿」について、「取組方向」や「これまでの取組状況」及

び「めざす姿の実現に向けた今後の展開方針等」を記載。 

（３）様式２－２ 「令和５年度の取組状況」について、「現状と課題」や「体制図」、「取組の概要」及び

「取組成果と今後の展望」を個別に作成。 
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主な取組の方向

○水稲を基本とした複合経営の確立と農家所得向上
○担い手の育成と多様な人材の確保
○空知農業を支える基盤整備とスマート農業の推進
○持続可能で活力に満ちた農村の確立

主な取組の方向

○水稲を基本とした複合経営の確立と農家所得向上
○担い手の育成と多様な人材の確保
○空知農業を支える基盤整備とスマート農業の推進
○持続可能で活力に満ちた農村の確立

北海道の米生産をリードする魅力ある空知水田農業

主な取組の方向

○担い手や多様な人材の確保
○都市近郊農業を活かした取組の推進
○地域性を踏まえた生産基盤の維持・強化

主な取組の方向

○担い手や多様な人材の確保
○都市近郊農業を活かした取組の推進
○地域性を踏まえた生産基盤の維持・強化

地域を大切に、地域から期待される都市近郊農業

主な取組の方向

○多様な担い手や人材の確保・育成
○生産基盤等の整備と生産性・作業性の向上
○高付加価値化農業の推進
○鳥獣被害防止対策

主な取組の方向

○多様な担い手や人材の確保・育成
○生産基盤等の整備と生産性・作業性の向上
○高付加価値化農業の推進
○鳥獣被害防止対策

多様な人材の活躍によるブランド力ある後志農業

主な取組の方向

○農家所得の向上
○安定した担い手・人材の確保
○いぶり農業の魅力発信

主な取組の方向

○農家所得の向上
○安定した担い手・人材の確保
○いぶり農業の魅力発信

「食の宝庫」を活かして稼ぐ いぶり農業

主な取組の方向

○生産力・収益力の高い魅力ある農業の展開
○強い馬づくりの推進
○新規就農者の育成・確保と雇用人材の確保
○家畜伝染病の発生・まん延防止対策の推進

主な取組の方向

○生産力・収益力の高い魅力ある農業の展開
○強い馬づくりの推進
○新規就農者の育成・確保と雇用人材の確保
○家畜伝染病の発生・まん延防止対策の推進

未来へつながる、魅力あふれる日高農業

主な取組の方向

○農業生産基盤の強化と広域的な生産体制の整備
○経営の安定化と多様な担い手の育成・確保
○消費者ニーズを的確に捉えた地域ブランドの確立

主な取組の方向

○農業生産基盤の強化と広域的な生産体制の整備
○経営の安定化と多様な担い手の育成・確保
○消費者ニーズを的確に捉えた地域ブランドの確立

３ 地域農業・農村の「めざす姿」

小さくとも「キラリと輝く!！」道南農業 渡
島
・
檜
山
地
域

日
高
地
域

胆
振
地
域

後
志
地
域

石
狩
地
域

空
知
地
域

援農ボランティアの取組

女性単独就農予定の研修生
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地域農業・農村の「めざす姿」は、総合振興局・振興局が、農業者や市町村、農業団体等の地域関
係者とともに、おおむね10年後を見据えた地域農業・農村の目指すべき将来像と、その実現に向けた
主な取組の方向を検討し、明らかにしたものです。

主な取組の方向

○担い手と雇用人材の確保
○高収益化の推進
○豊かで魅力ある農村の確立

主な取組の方向

○担い手と雇用人材の確保
○高収益化の推進
○豊かで魅力ある農村の確立

主な取組の方向

○留萌農業を支える多様な担い手・人材の育成・確保
○収益性の高い魅力ある留萌農業の確立
○活力と魅力あふれる農業・農村づくり

主な取組の方向

○留萌農業を支える多様な担い手・人材の育成・確保
○収益性の高い魅力ある留萌農業の確立
○活力と魅力あふれる農業・農村づくり

夢と希望に満ちた「バラエティ豊かな」留萌農業

主な取組の方向

○多様な経営体の生産性向上
○地域と未来を担う人材が活躍する酪農地域
の確立

主な取組の方向

○多様な経営体の生産性向上
○地域と未来を担う人材が活躍する酪農地域
の確立

“最北”の強みを活かし、
未来を担う人材が活躍する宗谷酪農

主な取組の方向
○持続可能で先進的な農業の展開
○経営体を支えるシステムの推進
○オホーツクでの新規就農者や農業従事希望者など
多様な人材の確保・定着
○オホーツク農業のブランド力向上

主な取組の方向
○持続可能で先進的な農業の展開
○経営体を支えるシステムの推進
○オホーツクでの新規就農者や農業従事希望者など
多様な人材の確保・定着
○オホーツク農業のブランド力向上

主な取組の方向

○多様な人材が活躍する農業・農村
○安定的な食料の生産・供給拠点の形成
○ブランド力強化や海外を視野に入れた販路拡大
○新たな価値を生み出す科学技術等の活用

主な取組の方向

○多様な人材が活躍する農業・農村
○安定的な食料の生産・供給拠点の形成
○ブランド力強化や海外を視野に入れた販路拡大
○新たな価値を生み出す科学技術等の活用

日本の食料生産を支え、
地域を豊かにする農業王国十勝

主な取組の方向

○草地型（循環型）酪農の推進
○農業農村を支える多様な担い手と人材の育成確保
○高付加価値化の推進と新たな可能性の追求

主な取組の方向

○草地型（循環型）酪農の推進
○農業農村を支える多様な担い手と人材の育成確保
○高付加価値化の推進と新たな可能性の追求

我が国の酪農を牽引し続け、
次の世代が夢をもつことのできる農業・農村

将来の担い手に選ばれる 輝く上川の農業・農村

オホーツクの広大な大地で “クール” に農業
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SOYAルーキーズカレッジ

研修機能付き生産法人の設立

退職予定自衛官向けインターンシップ

子育て支援施設「えみふる」
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第６期北海道農業・農村振興推進計画 抜粋
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〇〇
地域

地域農業・農村
のめざす姿
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取組方向
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○

写真など

写真など

写真など

めざす姿の実現に向けた今後の展開方針等

これまでの取組状況

様式２－１
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〇 〇
地 域

現状と課題 取組の概要

体 制 図

取組成果と今後の展開

写真など

写真など

写真など

取組名

様式２－２ 令和５年度の取組状況
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